


























life ﹁ボンダイビーチ動物病院﹂ ︶で占められている。彼らは︵ ﹁機関車トー
マス﹂を例外として︶幼児番組の視聴を全てやめて、録りためた動物ドキュメンタリーを、毎日ちびちびと見ている。
また長男は、図鑑を愛読している。図鑑というのは名前を調べたり、項目を索引で引いて調












都市には向かない。街歩きやショッピングはことごとく拒否され、強行しようとすれば地面に寝転がって抵抗する め困り果てた。そこで村上春樹がエッセイでヘルシンキの動物園について書いていたのを思い出 ︵ ﹁シベリウスとカウリスマキを訪ねて﹂ 村上春樹﹃ラオスにいったい何があるというんですか？﹄所収︶ 、コルケアサーリ・ズーをめぐり歩くこ になった。ここはコルケアサーリという島全体が動物園にな ている。これま 見てきた日本の動物園に比べると、動物の展示区画が り広い。そこに丈の高 草木がいわば自然に近い状態で生えていて、動物がどこに る か、はたまた屋外 出ているのかどうかさえよくわからないことがあった。人間が見ることよりも、動物が隠れたり休んだりできることを重視しているように感じた。
溝井裕一﹃動物園の文化史﹄によれば、オーストリア・ウィーンのシェーンブルン宮殿に
は、マリア・テレジアの夫フランツ一世が設けた動物園が今も開園して そ だ。シェーンブルン宮殿には行 ことがあるが、動物園があることは気にもとめ なかった 動物園めぐりを じめて、旅行の楽しみが一つ増えた 感じている。
日本における近代動物園の嚆矢は、一八八二年開園の東京都恩賜上野動物園である。内務
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てきた。絵本や展示写真のなか 動物は 今目の前にいる動物 つながっ る。過去・現在の戦争について、子供たちにどう伝えていくのかは、親として気に懸けている ころであるが、動物や動物園と う子供たちにとっ 身近な存在は、それに思いをめぐらす回路と て特に優れていると感じ いる。
またそれなりの頻度で動物園に行くようになり、動物園が抱え 課題や矛盾にも気がつくよ
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うになった。日本では、動物の高齢化が進んでいる。しかしゾウやゴリラ、ライオンなど人気のある動物は、ワシントン条約で売買が禁じられており、容易に手に入れることができない。そこで国内での繁殖を進めようと、動物を移動させたり、群れをつくる動物は群れで飼育しようと一个所に集める動きがあるようだ。しかし人気の動物がいなくなれば、動物園の集客力が落ち問題となる。天王寺動物園 も 一九七〇年の大阪万博を記念 てインドから贈ら たアジアゾウのラニー博子さんが、二〇一八年一月に亡くなり、ゾウ ってしまった。こうした課題への対応であろうか 地域の在来種を展示する 物園が増えているように思う。
都市に住む私たちの普段の生活のなかで、人間以外の生き物に接する機会はほとんどないと






んが亡くなった。王子動物園にやってきたのは開園四年目の一九五五年、推定六九歳で、国内最高齢であったという。王子動物園の生き証 であり、阪神・淡路大震災も経験してきたジョニーさ 。彼の訃報を聞いて、このエッセイを書こうと思い至った。ジョニーさん、あり とう。
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